「保育まつり」活動を通じた保育者養成の意義（1） : 学生指導と教員連携の観点から by 小山  優子 et al.
[島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要 Vol. 49 51～60 (2011)]
１. はじめに
｢ほいくまつり｣ は､ 昭和49年に本学保育科 (平
成19年より保育学科) で始まった活動で､ 今年で37
回目になる歴史の長い取り組みである｡ この取り組
みは､ 平成17年度文部科学省ＧＰの ｢特色ある大学
教育支援プログラム｣ の ｢教育課程の工夫改善に関
するテーマ｣ において採択され､ この活動が改めて
教育的に意義のある教育的活動であることが認めら
れた｡
ＧＰ獲得の過程では､ 従来から取り組んでいるほ
いくまつりの意義や教育効果について保育学科全教
員で様々な観点から検証した｡ その結果､ 教員間で
ほいくまつり活動の価値を共有し､ 再確認する機会
になると同時に､ 今後の取り組みの方向性について
も多大な示唆を得る契機となった｡ またＧＰ獲得後
も､ ほいくまつりについての教員連携や学生指導を
継続して工夫し､ 改善する意識が定着した｡
保育者養成校において､ 大きなホールでの舞台発
表や学生の主体的な活動を柱とした類似の取り組み
は全国に多々あるが､ それらが保育者養成とどう関
連しているのかが判然としないことが多い｡ 本稿で
は､ ＧＰ獲得により明らかとなったほいくまつり活
動の意義と保育者養成との関係を再確認し､ この活
動を支える指導体制や教員の協力体制についてさら
に検証する｡ また､ ＧＰ獲得後のほいくまつりの取
り組みの改善点について教員間での検討過程を踏ま
え､ 保育者養成における学生指導や組織運営､ 教員
間連携などを考察する視点を明示することを本研究
の目的とする｡
２. ｢ほいくまつり｣ の概要
１) ｢ほいくまつり｣ とは
｢ほいくまつり｣ とは､ 本学保育学科が昭和49年
より取り組んでいる学外行事の名称であり､ 島根県
民会館大ホールを会場に毎年6月末 (場合により７
月初旬) に開催している舞台発表のことである｡ こ
の行事では､ 地域の保育所・幼稚園に通う子どもや
その保護者などを対象に､ 歌唱や影絵劇､ 劇を柱と
した総合表現の舞台を発表しており､ 平成22年度で
第37回目となる｡ 毎年1600人ほどの観客が来場する
など､ 地域にも認知され親しまれている催しとなっ
ている｡ また､ 本学保育学科の卒業生も多数訪れる
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が､ 近年では結婚・出産を経て､ わが子を連れて観
覧に来る姿が多くみられるようになっている｡
一方､ この活動の重心は地域貢献を目的とした催
事にではなく､ 保育者養成の基盤となる学生への教
育活動に置いており､ そこに大きな特色がある｡ す
なわち､ 本学保育学科の教育理念である ｢高度な専
門性と豊かな人間性を兼ね備えた人材の育成｣ を目
指した重要な教育活動として位置づけている点にあ
る｡ そのため､ ほいくまつりは､ 昭和58年より保育
学科独自の専門科目 ｢児童文化｣ の授業として定め
ており､ 保育学科１・２年生全員の必修科目として､
２年間を通して学ぶ保育者養成の教育プログラムと
なっている｡ この保育者養成の基盤としてのほいく
まつりの活動を通じて､ 学生が子ども理解や児童文
化理解､ 表現力の向上などの ｢高い専門性｣ と､ ほ
いくまつりの運営を通じて身につく社会性やコミュ
ニケーション力､ 組織運営力､ 企画調整力などの
｢豊かな人間性｣ を身につけるのである｡ 人間性と
専門性をバランスよく併せ持つ保育者の資質を､ 保
育学科の学生全員が習得することをこの活動の目標
としており､ その教育活動の産物としてほいくまつ
りが地域貢献につながっているのである｡
２) ほいくまつり活動の運営方法
｢児童文化｣ は､ 各学年前期に週４時間で２期４
単位となる必修科目であり､ 保育学科の１・２年生
が全員で取り組む授業である｡ 以下がその取り組み
の内容である｡  パート活動による自己成長
ほいくまつりは､ 劇､ 歌唱､ 影絵､ 司会､ 大道具､
小道具､ 衣装､ 音響効果､ 照明､ ポスターペンダン
ト､ 記録の11パートと､ 実行委員長・総合責任者の
２役により構成されている｡ 入学生は最初の ｢児童
文化｣ の授業において活動に関する説明を聞き､ 協
議ののちパートを決定する｡ 学生は２年間､ 同じパー
トに所属して活動することとなる｡
所属パートでは､ １年次にはそのパートの全体に
おける役割と活動内容を覚え､ 発表までの過程と発
表当日の内容の理解が習得すべき課題となる｡ 活動
は､ 授業時間内のみで進めることが困難であるため､
授業時間外の放課後の時間を自発的に使いながら準
備や練習を重ねている｡ ２年次になるとパートを主
導する立場となり､ 発表内容を細部まで決定し､ パー
ト活動を計画的に進めるなど､ リーダー学年として
の多様な役割を果たす｡ この２年生としての責任を
負う立場が､ 学生に意欲とやる気を育て､ 学生のコ
ミュニケーション力を総合的に向上させるのである｡
また､ ２年生が主導していく中で様々な困難に直面
し､ 苦労したり悩んだり試行錯誤する過程の中で､
自ら課題に立ち向かう姿勢や問題解決能力を身につ
けるのである｡ このように､ ほいくまつりを通じて
先輩後輩の縦関係を経験し､ リーダーシップとフォ
ロアーシップを学ぶ過程において､ １・２年生相互
に人間的な成長が見られるのである｡
また､ ２役である実行委員長と総合責任者は､ １
年次の11月に選出され､ ２役となった後は所属パー
トを離れ､ 全体の先導役として組織を運営する立場
になる｡ ２役は学生全体のリーダーとして､ ｢児童
文化｣ の主担当教員と緊密な連絡をとることで学生
と教員をつなぐ役割をもち､ 実行委員会の運営や学
生代表者として学外機関との渉外も行う｡ さらにパー
トリーダーとの連携により､ 必要に応じて各パート
のフォロアー的役割も果たす｡ ２役は責任が重く大
変な仕事ではあるが､ ２役を終える２年生の11月頃
には多大な苦労に見合う成長をとげている｡  実行委員会による組織的活動
ほいくまつりは､ 学生100人を円滑にまとめてい
くために実行委員会を組織し､ そこで全体的な協議・
決定・連絡を行っている｡ 実行委員会は､ 実行委員
長､ 総合責任者､ 会計責任者､ 以上３役と､ 各パー
トのリーダーにより全14名で構成される｡ 実行委員
長と総合責任者は互いに協働して､ ほいくまつりの
顔となり､ 活動全体を推進し､ 全体のリーダーとし
て活動を先導する｡ そこへパートと兼務する会計責
任者が加わり､ ３役が実行委員会の進行を務める｡
パートリーダーは実行委員会とパートを連絡し､ 委
員会での協議や決定事項の伝達､ パートでの協議内
容を取りまとめて実行委員会での全体協議に諮るな
どの役割を担っている｡ 実行委員会は､ 1年次の１
月から月１回のペースで開催し､ 新年度への準備を
進めていく｡ ２年次の４月から発表当日までの期間
は毎週定例会議を開き､ 活動全体の推進母体として
の役割を果たすこととなる｡ 次表は､ ２年生の実行
委員会の開催日と協議内容の一覧である (表１)｡
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表１. ２年生実行委員会計画 (平成22年４～６月)
開催日 事 項 対 象 者 担 当 者
4月2日
第4回実行委員会
・春休み中の活動報告 ・舞台系の題材報告
・会計より集金について
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
4月7日
第5回実行委員会
・新入生パート人数について・ ｢第1回児童文化｣ について・
新入生歓迎会について・パート の活動費について・2役から
本学理事､ 島根県関係部局長宛て手紙送付
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
4月8日 パート紹介準備 保育学科2年生 1年生休講
4月13日
第1回児童文化
・パート紹介､ パート分け､ 1・2年生顔合わせ→総括までの
パート活動開始
保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
4月19日
第6回実行委員会
・出欠表について・週反省表について・活動時間 (パート解
散) について・フィナーレ曲 (学生作成) について・体育館
の使用スケジュールについて
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
4月22日 県民会館第1回打ち合わせ県民会館担当者 (舞台・照明・音響・全体窓口) 2役 主担当者 (美術)
4月26日
第7回実行委員会
・パートの進行状況報告・テーマ曲について・県民会館打ち
合わせについて・連休中のパート活動について
実行委員会メンバー 児童文化担当者 (美術､音楽､ 保育)
5月10日
第8回実行委員会
・パートの進行状況報告・フィナーレ曲について・本番プロ
グラムの作成について・各パート予算について
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
5月17日 第9回実行委員会・パートの進行状況報告・フィナーレ曲の決定・パートリハーサルについて 実行委員会メンバー
児童文化担当者
(美術､ 音楽､ 保育)
5月20日 第1回パートリハーサル (歌唱､ 劇) 実行委員会メンバー､ 舞台系パート 保育学科全教員
5月24日
第10回実行委員会
・パートの進行状況について・パートリハーサルについて・
全体リハーサルについて・活動時間延長について
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
5月25日 第2回パートリハーサル (司会､ 影絵) 実行委員会メンバー､ 舞台系パート 保育学科全教員
5月27日 第1回全体リハーサル (歌唱､ 司会､ 影絵､ 劇) 保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
5月31日
第11回実行委員会
・パートの進行状況について・県民会館打ち合わせについて・
全体リハーサルについて・活動時間について
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
6月2日 県民会館第2回打ち合わせ参加学生：17名 実行委員会＋主要学生 主担当者 (美術)
6月3日 第2回全体リハーサル (歌唱､ 司会､ 影絵､ 劇) 保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
6月7日
第12回実行委員会
・パートの進行状況について・学内リハーサルについて・本
番フィナーレについて本番プログラム作成について
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
6月8日 第3回パートリハーサル (歌唱､ 劇) 実行委員会メンバー､ 舞台系パート 保育学科全教員
6月10日 第4回パートリハーサル (司会､ 影絵) 実行委員会メンバー､ 舞台系パート 保育学科全教員
6月14日
第13回実行委員会
・パートの進行状況について・全体リハーサルや本番への準
備・県民会館打ち合わせについて
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
6月16日 県民会館第3回打ち合わせ参加学生：40名 実行委員会＋必要学生 主担当者 (美術)
6月17日 第3回全体リハーサル (歌唱､ 司会､ 影絵､ 劇) 保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
6月21日
第14回実行委員会
・県民会館での搬入作業､ リハーサル､ 本番について・ほい
くまつり終了後のスケジュールについて
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
6月24日 県民会館に物品搬入仕込み 仕込みに必要パート学生 児童文化担当者
6月25日 県民会館リハーサル 保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
6月26日 本番､ 撤収､ 反省会 保育学科1､ 2年生全員 保育学科全教員
6月28日
第15回実行委員会
・今後の流れについて (プリント) ・引き継ぎノート作成に
ついて・パートリーダーをやってみて・3役をやってみて
実行委員会メンバー 児童文化担当者(美術､ 音楽､ 保育)
※実行委員会前日までに､ 2役と主担当教員の打合会を行い､ 議事内容や連絡事項について話し合いをもつ｡
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ほいくまつりの活動は各パートを主体として活動
を進めていくが､ 活動の過程において必然的に他パー
トとの連携をとることが生じる｡ 例えば､ 衣装パー
トは劇の登場人物の衣装を製作する際､ 劇パートの
衣装責任者とともに衣装デザインや配役の採寸など
で綿密な検討を重ねながら仕上げていく｡ このよう
にパート相互に連携を図りながら活動が展開する場
面から､ 学生がコミュニケーション力を高めていく
のである｡ 他者と協同して一つの仕事に取り組む中
で､ うまくいかなかったり問題が生じたりする場面
を乗り越えることが､ 協調性や問題解決能力を身に
つけることにつながるのである｡  対人関係力を身につける活動
ほいくまつりの活動の中で特に意味を持つのが､
人間力の向上に関わる対人関係能力を学生全員が身
につけることである｡ 最近の学生の傾向として､ 部
活動などの先輩後輩の縦関係を経験していない学生
や､ 同級生同士の横の関係も希薄なまま育ってきた
学生､ 挨拶やお礼を言うなどの基本的な礼儀や所作
が身についていない学生も増加している｡ それゆえ､
この活動を通して､ 先輩後輩の縦関係と同級生同士
の横関係の濃密な人間関係の中で､ 行動を共にしな
がら活動する意義がますます大きくなっている｡
また､ 一つのことに向かって全体で動いていくほ
いくまつりの経験は､ 保育現場や社会に出て働く際
の基盤となっている｡ 全員が同じ枠の中で､ 同じ方
向に一致団結して物事を進める経験は､ 学生の人間
力育成の点から欠かせないものになりつつある｡
この対人関係能力は､ １年次には集団の中で自分
の意見を言い自己主張をしたり､ 他者とうまく関係
を築く力を身につけたりすることが課題となるが､
２年次には､ 1年生への目配りや気遣いといった心
理的ケアもできるようになることが求められる｡  保育の専門性を身につける活動
a. 児童文化・教材研究を深める
ほいくまつりでは､ 劇や影絵劇などの題材を日本
の昔話や外国の童話､ 児童文学や創作童話から選ん
でいる｡ それは､ 子どもたちが家庭や保育所・幼稚
園などで読んでもらっている､ なじみのある昔話や
絵本を題材としながら､ 日常的な内容をほいくまつ
りで伝えることを大切に考えるからである｡ これに
より､ 学生は自分たちの考えた児童文化を子どもた
ちに伝承する機会となるのである｡
この題材選びの過程から､ 学生は児童文化財を深
く理解し､ 表現する力量を身につける経験をする｡
題材の内容研究を進める中で､ 教材に関する知識や
読み取りが深くなり､ 具体的な題材から児童文化の
持つ意味やそのおもしろさを理解するのである｡
b. 保育の総合的活動を体験する
ほいくまつりは総合表現の取り組みであるため､
保育内容の５領域を横断する総合的な学びができる
というメリットがある｡ 美術や音楽､ 身体表現など
の多様な要素が組み合わせられ成立していることを
学生が知り､ 総合的な活動の意味を実際に体験でき
るところに大きな意義がある｡
発表までの過程では､ 台本やセリフ､ 演技や表情､
音や造形などの細部にまでこだわり､ 内容を洗練し
ていくようにしている｡ 商業主義的に子どもに媚び
た内容にしないこと､ ｢本物｣ を提示し､ 本物の体
験から得られる豊かな情操や感性を観客も学生も経
験できることを目標に取り組んでいる｡
c. 子どもの視点を学ぶ
ほいくまつりの発表では､ 子どもの視点から見た
保育内容や表現方法を考えることを重視している｡
発表が表面的なパフォーマンスに陥らないようにし､
子どもの心や喜怒哀楽に響くもの､ 自分たちの伝え
たいメッセージを含んだ内容になるように学生を指
導している｡ ｢この言葉は子どもに理解できるのか｣
｢何歳児に向けた内容なのか｣ など､ 子どもの発達
の視点も入れながら､ 細かい部分について学生が自
ら考えることができるように留意している｡ その経
験が､ 保育者として保育現場に出た時に子ども理解
の基礎となるのである｡
d. 指導計画の立案と反省プロセスを経験する
ほいくまつりの発表内容を構想・準備し､ 練習を
重ねては改善するという経験は､ 学生にとって保育
者に必要な指導計画の立案能力を高めることにつな
がる｡ 特に､ 発表内容の意図やねらいを考えること
で､ 指導計画の ｢ねらい｣ を見極め､ 設定する力が
涵養されるのである｡
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また､ ほいくまつりを計画・発表し､ 発表後の自
己省察や活動の改善点を考える経験は､ 保育実践に
おける ｢計画→実践→省察→計画｣ の過程と類似し
ている｡ この ｢Plan (計画)､ Do (実行)､ Check
(評価)､ Action (改善)｣ となるPDCAサイクルを､
学生がほいくまつりを通して実際に体験することが
この活動の一つの意義であり､ 保育者としての実践
的知識や技能を高める機会となるのである｡
３. ほいくまつりの指導体制の見直し
以上のように､ ほいくまつりを通じて学生の保育
者としての力量を高めるべく､ 保育者養成における
教育活動の一環として､ 学生指導と運営の方法を改
善していった｡ それにより､ この活動が保育者養成
の基盤となる教育的意図を多く含んだ活動に一層近
づく結果となった｡
しかしこの間､ ｢児童文化｣ 担当者に変更があり､
再度取り組みや指導体制などの見直しが必要となっ
た｡ 平成19年度より新しい主担当者を中心とした新
体制でスタートしたが､ 新体制での ｢児童文化｣ 担
当者の役割分担は以下のとおりである (表２)｡
この４年間の ｢児童文化｣ 担当教員間での試行錯
誤の過程から､ 前任の担当者の努力や功績､ ほいく
まつり自体のもつ教育的潜在能力を改めて認識する
ことになったが､ 一方で､ 学生への指導体制や教員
間の連携体制を見直し､ さらに工夫する必要性に気
づいた｡ 以下に､ 担当者間で再検討しながら細部の
見直しや改善を図ってきた点を示すこととする｡
１) 児童文化の活動時期と活動内容の明確化
２学年そろっての活動開始は１・２年の４月中旬
頃であり､ ほいくまつりの発表時期は１・２年生の
６月末であることは､ 以前より決定され固定された
日程である｡ この日程に間に合うように､ リーダー
学年の２年生は､ 例年前年度の１年次から少しずつ
準備をすることとなるが､ いつ､ 何をどのように決
定し､ 学生が準備し始めるとスムーズに進行できる
かといったタイムスケジュールが担当者間で共有さ
れていなかった｡ それゆえ､ 担当者間でほいくまつ
りの３役やパートリーダーの決定時期と､ 舞台系４
パートの台本作りの開始時期を詳細に話し合った｡
リーダー決めの時期については､ 日程が早すぎても
遅すぎても取り組みへの動機づけの点から望ましく
ないこと､ １年生の気持ちの準備が整い､ ほいくま
つりに向けて意欲的に取り組む意識に持っていくた
めに､ ほいくまつりの発表直後にはリーダーを決定
しないこと､ １年生の後期授業の開始時にほいくま
つりの組織のあり方や３役やパートリーダーの役割､
３役の選出方法などの説明を主担当者から細かく行
うようにした｡ 次表は､ 発表終了後の１年生への指
導内容である (表３)｡
２) ３役の選出方法の変更
平成19年以前は､ ２役の決定を学生の立候補によ
り決めていたが､ 新体制以降は､ 1年生全員を候補
者とした選挙により決定するようにした｡ 立候補の
場合､ 意欲の高い学生に決まる傾向にあり､ ほいく
まつり全体に意欲や活気が沸くという利点があった｡
しかし２役には､ 学生やパートリーダーの悩みを聞
き困難な状況を改善したり､ 学生同士やパート間の
調整を行ったりする役割があり､ 全体を把握できる
バランス感覚に優れた資質も必要であった｡ そのた
め､ 学生に２役の役割や仕事内容､ ２役にふさわし
い特性などについて丁寧に説明し､ 一定の理解を得
た上で､ 全員を候補者として学生間で投票し､ ２役
の選出を行うことにした｡
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表２. ｢児童文化｣ 担当者の役割分担
担当者区分 教員の専門分野 ほいくまつりでの業務分担
主担当 美術工芸
ほいくまつりの運営全般､ 県
民会館や法人などの渉外活動､
３役や実行委員会指導 (もの
づくり系と全体)､ 各パート指
導､ リハーサル運営､ 舞台心
得指導､ 予算執行､ 発表後の
事後指導
副担当 音楽
３役や実行委員会指導､ 各パー
ト指導 (音楽系と舞台系全般
の作成指導や演技指導)､ 舞台
心得指導､ 発表後の事後指導
副担当 保育
３役や実行委員会指導､ 各パー
ト指導 (舞台系全般)､ 発表後
の事後指導と学生の自己評価
指導
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その結果､ 本人の意欲や自信の有無といったこと
以上に､ 冷静に全体を見渡す力と必要な時に行動を
起こすことのできる力を持ち､ 集団の中で多くの信
任を受ける者がリーダーとして選出されるようになっ
た｡ 学生にとっては自分たちの仲間から､ 責任を持っ
て選んだ代表としての２役という位置づけがより強
化されるようになった｡ また､ 担当教員からの２役
の指導方法も変え､ 実行委員長と総合責任者の各々
の役割を２人で協力しながらほいくまつり全体のリー
ダーとしての役割を担うように意識づけていったこ
とで､ ２役がお互いに気遣い､ お互いの不足を補完
し合う仕事の仕方ができるようになった｡
３) 舞台系パートの題材選び指導
劇や影絵などの舞台系パートは､ １年の12月頃か
ら次年度の題材選びをし始めるが､ 台本選びは舞台
の良し悪しを左右する重要なものである｡ この台本
選びは､ 学生のセンスや力量が関わってくるため､
学生に任せっきりにはせず､ ｢児童文化｣ 担当教員
３名が題材選びの際にはしっかり関わるようにした｡
特に作品が内包しているメッセージとは何か､ 題材
から何を観客に伝えたいのかといった視点を学生に
認識させ､ その上で学生主体となって決定していく
ように指導した｡
また題材の決定時期については､ 日程が厳しくな
らないようにいつまでが期限であるかを認識させな
がら､ 学生がしっかり考える時間を設定し､ パート
で話し合いを重ねられるように指導していった｡ ま
た台本作成の方法や今後の改定版の出し方などの台
本作成のノウハウを助言し､ 着実にかつ計画的な準
備が行えるように指導するようになった｡
 
 
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表３. １年生学生指導計画(平成22年10月～平成23年３月)
開催日 事 項 対 象 者 備 考
10月14日､ 10月18日 ｢第37回ほいくまつりDVD｣ 鑑賞会 保育学科１・２年生
10月29日 次回の ｢ほいくまつり｣ について (説明) 組織形成から本番､ 総括までの流れについて
保育学科1年生
(全員一斉) 主担当者 (美術)
11月5日 ｢ほいくまつり｣ 組織のあり方｢ほいくまつり｣ の目指すものについて (説明)
保育学科1年生
(全員一斉) 主担当者 (美術)
11月8日～13日 新3役選挙の日程と役割について (説明) 旧 ｢ほいくまつり｣ 3役 主担当者 (美術)
11月8日～13日 平成23年度第38回 ｢ほいくまつり｣３役選挙の考え方と､ 選出方法､ 役割分担について (説明)
保育学科2年生
旧 ｢ほいくまつり｣ 実行委員 主担当者 (美術)
11月11日 平成23年度第38回 ｢ほいくまつり｣ ３役選挙の考え方と､選出の方法について (説明)
保育学科1年生
(全員一斉) 主担当者 (美術)
11月17日 (水) 平成23年度第38回 ｢ほいくまつり｣ ３役選挙司会・進行：旧3役
保育学科1年生 (全員一斉)
選挙事務員：旧実行委員
児童文化担当者
(美術､ 音楽､ 保育)
11月17日～11月30日 歌唱パート ｢ピアニスト｣ の選出 3名以上のパートの学生歌唱パート
副担当者 (音楽) による
推薦→本人依頼・確認
11月18日～30日 パートリーダー選出引継ぎノートの返却 (主担当教員から旧パートリーダーへ)
保育学科1年生
各パートで話し合い 主担当者 (美術) に報告
11月18日～12月15日
必要に応じて数回
新旧パートリーダーの引継ぎ会
必要に応じて数回
新旧パートリーダー
及び必要メンバー
引継は遅くとも冬休み
までには完了させる
12月22日 (水) 舞台系パートへ題材選択事前指導 １保舞台系パート 主担当者 (美術)
1月14日など
12日～21日の間 舞台系パート題材についての現状報告および絞り込み １保舞台系パート
児童文化担当者
(美術､ 音楽､ 保育)
1月24日～
1月29日の間
(第1回) ほいくまつり実行委員会
・顔合わせ､ 意気込み ・連絡事項 新ほいくまつり実行委員
児童文化担当者
(美術､ 音楽､ 保育)
2月1日～2月9日の間 (第2回) ほいくまつり実行委員会・全体テーマ､ スローガン案・キャラクター案 新ほいくまつり実行委員
児童文化担当者
(美術､ 音楽､ 保育)
小山優子 白川 浩 福井一尊： ｢ほいくまつり｣ 活動を通じた保育者養成の意義 (Ⅰ)
４) 発表終了後までの評価活動
ほいくまつりでは､ 活動全体を通して学生が様々
な評価をし､ 自己成長の過程を認識できるようにし
ている｡ 学生自身の評価としては､ 取り組み過程で
の形成的評価と､ 発表後のまとめとしての総括的評
価を行い､ 学生が学びを振り返りながら自己評価を
する機会としている｡ また､ ほいくまつり自体に対
する授業評価も行い､ 担当教員が学生指導や運営な
どを見直す機会としている｡  学生個人の自己評価・授業評価
a. ほいくまつり反省表(形成的評価)
ほいくまつり活動は､ 新1年生の入学後のパート
配属が決定した後に本格化するが､ パート決定後､
学生は毎週 ｢ほいくまつり反省表｣ を記入すること
にしている｡ 反省表は､ パートリーダーを経由し､
｢児童文化｣ 担当教員３名で学生の記述内容を精読
し､ 学生の学びの過程を確認している｡
b. ほいくまつり自己評価表(総括的評価)
ほいくまつり終了後には､ 保育の専門性と人間性
がどれほど身についたかを確認するために ｢自己評
価表｣ を記入し､ 自己の成長を知る機会としている｡
１年生は､ まだ未到達だった項目を見て､ 次年度の
ほいくまつりの目標や課題を得る機会となる｡
c. ほいくまつり授業評価表
授業評価表は､ ほいくまつりの活動開始時期や活
動時間､ 教員の指導体制や指導内容､ リハーサルな
どの当日の動き､ ほいくまつり全体の運営などにつ
いて､ 気づいた点を自由記述し､ その内容を教員の
次年度の指導に反映させている｡  学生全体による総括会の実施
ほいくまつりは､ パート活動を基本としながら全
体としてまとまっていく形態をとるため､ 発表後に
もパート別に自己の活動を評価したり､ パート別の
評価を全体の総括会で発表し､ 全体で共有すること
にしている｡ 総括会では､ パート別に ｢取り組みで
良かった点や成長した点｣ ｢課題や改善点､ 次年度
への引き継ぎ事項｣ ｢他パートへの感謝や連携上の
改善点｣ を示し､ 学生全体で意見を共有する中で次
年度の取り組みへとつないでいる｡ これらのパート
間の評価の後､ ｢児童文化｣ 担当教員から学生への
講評・評価を行っている｡ ほいくまつり発表後の評
価活動は､ 以下のように進めている (表４)｡
４. １年次の児童文化講義の充実
１) 発表終了後の１年次の児童文化講義の内容
ほいくまつりの取り組みは前年度から準備が始ま
るが､ 毎年の課題となるのが劇や影絵､ 歌唱､ 司会
の４つの舞台系パートの台本作りである｡ 特に劇や
影絵は､ その年度の舞台の顔となるもので､ どの台
本や題材を選ぶのかが特に重要となる｡ 題材選びは､
子どもや保護者といった観客に､ 何を伝えたいのか､
ほいくまつりの舞台を通じてどういったことを味わっ
てほしいのかといった発表の ｢ねらい｣ を理解する
必要があり､ これが保育実践の教材研究を深める活
動となるのだが､ 舞台系パートだけでなく､ 全員の
学生が教材を見る視点を磨くことが重要であると考
えた｡ それゆえ､ １年次の発表終了後に ｢児童文化｣
担当教員３名で､ ほいくまつりの意義や児童文化と
は何か､ ほいくまつりで発表する題材選びの視点な
どを講義し､ 保育実践につながる教材研究の考え方
を１年生全員に習得させるようにした｡ 特に､ 松居
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表４. 発表終了後の総括会計画(平成22年６～７月)
日程 活動内容 内 容
6/26 ほいくまつり 県民会館にて発表
6/28 第15回実行委員会
そうじ・総括等の説明､ ｢終了
後活動計画｣ ｢パート別評価｣
を配布
6/29 片付け・そうじ 集合､ 片付け・そうじ
7/1 総括１(パート反省会)
・｢パート別評価｣ 記入､ 総括
2発表内容の確認
7/6 総括２(全体会)
・2役出欠確認､ 総括2の活動
の説明
・｢パート別評価｣ 発表
・｢授業評価｣｢自己評価｣ 記入
・出欠表､ 週別反省表､ パー
ト別評価の提出
7/8 総括３(全体会)
・2役 ｢会場アンケート｣ ｢会
場の反応｣ を配布､ 出欠確認､
総括3の活動の説明・会場アン
ケート説明
・記録パート“ビデオ視聴”
と ｢会場の反応｣ 説明
・3役から一言・担当教員の講
評・評価シートの記入と回収
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直や瀬田貞二､ 松谷みよ子らの児童文学や絵本に関
する考え方を学生に紹介し､ 昔話の解釈や話に含ま
れる多様な意味を理解させることに重点を置いた｡
１年生を対象とした児童文化講義の内容は､ 以下の
とおりである (表５)｡
｢児童文化｣ ３名の講義後､ 学生に３つのレポー
ト提出を課している｡ この課題から､ 学生自身が学
んだことを考え､ 再確認する機会としている｡
【児童文化のレポート課題】
・児童文化､ 昔話など学んだ中で分かったこと
・題材の選び方や教材研究のまとめ
・歌唱､ 影絵､ 司会､ 劇の発表内容案の作成 (来年
取り上げたい題材や歌､ 手遊びなどを挙げる)
舞台系パートの題材選びは､ 絵本やお話の持つ魅
力を読み取り､ おもしろさや伝えたいことを理解し
た上で題材を選ぶといった保育現場における教材研
究の視点と､ 指導計画作成のねらいを設定する力を
育てる活動となる｡ そのため､ 子ども向けの教材研
究の課題に学生全員が取り組むようにしている｡
２) 講義内容に関する連携
児童文化に関する授業は､ ほいくまつりの発表が
終わり､ １・２年生合同の総括会を終了した後に､
１年生を対象として児童文化講義を行っている｡ こ
の講義では､ 初めて体験したほいくまつり活動を学
生が冷静に振り返り､ 学生全員でその価値を共有す
ることと､ 絵本を中心とした児童文化財に対する基
本的な知識を学び､ 次年度の準備基盤を形成するこ
とを目的としている｡ 全４回の講義は､ 担当教員３
人で授業を分担し､ リレー方式で講義を行い､ お互
いの授業内容のつながりを意識することとした｡ 結
果として､ 教員がお互いの講義に参加・聴講し､ ３
者で統一した見解で児童文化の指導をする体制にな
り､ ティーム・ティーチングや講義内容の連携が円
滑に行えるようになった｡
講義内容についての ｢児童文化｣ 担当者間の連携
の必要性を認識した理由は､ 実際のほいくまつりの
指導において､ 教員が正反対の意見を言うことが頻
発したためである｡ 教員間の意見のくいちがいから
学生がとまどい､ 台本の具体的な場面をどう捉えれ
ばよいか悩む場面が生じたためである｡ 学生には､
教員の多様な意見の中から､ 自分たちでどの意見を
採用するかを考える力を身につけることが重要だと
指導すると同時に､ 台本の構成や児童文化の伝え方
に関する基本的な考え方を３者で共通理解し､ 共通
のスタンスに基づいて学生指導をするようにした｡
例えば､ 『かちかちやま』 の話にみられる､ たぬ
きがおばあさんを殺して汁にしておじいさんに食べ
させたり､ うさぎが仕返しとして､ たぬきをドロ舟
に乗せて沈めるという結末が残酷だという意見を示
したり､ 『さるかに合戦』 では､ カニがサルに柿の
実をぶつけられて死ぬことや､ ハチやクリなどが仇
討し､ 最後に臼が踏みつぶしてサルが死ぬという結
末がかわいそうなので､ サルは逃げるという結末が
よいという観客アンケートの意見を示し､ 学生にど
う考えればよいかを具体的に考える機会としている｡
子どもに伝える真の児童文化のあり方と､ 本学保育
学科の考え方を共通理解する中で､ 児童文化の捉え
方を学生全員が深めていけるようにしている｡
５. 保育学科教員間の連携の見直し
１) ｢児童文化｣ 担当者間の連携体制
ほいくまつりの担当者は､ 従来から長く保育学科
の美術工芸の教員が1人で担当してきたが､ ＧＰ申
請の過程で美術工芸の教員が主担当､ 音楽と保育の
教員が副担当として３人体制でほいくまつりの運営
を行うようになった｡ この３人体制は､ 役割を明確
化することで､ お互いが連携しやくすなり､ また３
 
 
 
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表５. １年生児童文化講義の内容(全４回)
担当者 講義内容
第１回 保 育
ほいくまつりで身につくこと､ 児
童文化とは､ 児童文化財について､
児童文学の歴史
第２回 音 楽 児童文化と表現､ 昔話とは､ 昔話の意義と表現方法
第３回 美術工芸 文化と子ども､ 虚構とファンタジー､絵本とは､ 絵本の表現技法
第４回 保 育 題材の選び方､ 教材研究の方法､情報収集の方法
小山優子 白川 浩 福井一尊： ｢ほいくまつり｣ 活動を通じた保育者養成の意義 (Ⅰ)
人のうちの誰かがその役割を担えない時にも､ お互
いにフォローし合って代打ができるという利点が明
確になった｡ また､ 指導や運営の見直しをする際に
も､ ３者から多様な意見が出てくるため､ 次年度へ
の改善にも取り組みやすくなった｡
３教員がそれぞれの役割を分担し､ ｢児童文化｣
担当者間で補い合うために､ ３者の役割や取り組み
方法を文書などで明確にする必要が生じたが､ その
文書の整備が年々､ 蓄積されていくことにより､ 児
童文化指導や運営がシステム化され､ 指導や運営面
で教員間連携がとりやすくなった｡
２) 保育学科内での教員間の連携体制
ほいくまつりは､ 従来から３人の ｢児童文化｣ 担
当者が主となりながら､ ｢保育学科の教員全員｣ が
学生指導やほいくまつり運営を従来から支援する体
制で進められてきた｡ 学科教員全員のほいくまつり
への関わり方は以下のとおりである｡  各パートの指導担当者として配属
11のパートは､ ｢児童文化｣ 担当者３名が指導す
るようにしているが､ 保育学科の教員全員にもどれ
かのパート指導を担当していただき､ 複数の教員が
パートを指導する体制をとっている｡ パートは､ 教
員の専門分野や得意分野を踏まえて配属をお願いし
ている｡ 学科の教員には､ 負担のない程度で指導を
お願いしているが､ 副担当と同じくらいに学生指導
に関わってくださる教員もおられ､ 学科教員全体で
ほいくまつりに関わる形が､ ほいくまつりの運営の
成立と学生の成長につながっている｡  リハーサルへの参加
ほいくまつりのリハーサルは､ パート別・全体の
リハーサルが４月から６月の間に計８回あるが､ 全
教員に適宜リハーサルに参加をお願いし､ 各専門的
視点から学生に意見をいただいている｡ この先生方
からのダメ出しにより､ 学生はやる気を出し､ 台本
や制作物を何度も練り直したり､ 作り直したりする｡
その過程で､ 観賞に堪えうるレベルに仕上げていく
のである｡  県民会館での教員動静分担
ほいくまつりの発表前は､ 前々日に県民会館へト
ラックで荷物を搬入し､ 県民会館で前日・当日リハー
サルを行うが､ この一連の運営に保育学科教員全員
が協力する体制になっている｡ 保育学科教員全体が
役割分担をすることで､ 大きな事故が起こることも
なく､ スムーズにリハーサルなどを行うことができ
ている｡ また､ 会館スタッフの理解と協力によると
ころも忘れてはならない点であろう｡  発表後の学科会議での反省・評価
ほいくまつり終了後には､ ｢児童文化｣ 担当者間
で反省・評価の話し合いや反省記録を作っているが､
学科の教員間でも学科会議の議題として話し合うよ
うにしている｡ 学科の各教員が､ 学生指導や教員連
携などの点から今年度の取り組みについての意見を
出し､ その意見も含めて反省記録にまとめるように
している｡ これらの細かい反省点が､ 次年度の取り
組みへの改善点となり､ ほいくまつり運営や学生指
導に活かすことができる形になっている｡
６. ほいくまつりの近年の課題
１) 裏方系パートの作業負担の増大
毎年､ ほいくまつりの活動を行う中で､ 学生の側
に ｢昨年よりすばらしい舞台を作りたい｣ ｢昨年の
先輩の内容を超えたい｣ という意識が生じ､ どうし
ても裏方系の作りものが華美に複雑に､ 量も多くな
る傾向にある｡ その学生の意欲や熱意も理解できる
が､ 裏方系パートの作業時間が増大し､ 平日遅くま
で活動したり､ 土日も登校してパート活動を行った
りする状況が生じている｡ 学生のパート活動時間の
増大が､ 平日の授業に影響を及ぼすことがないよう､
ほいくまつり活動と普段の授業の両立を意識させな
がら取り組むよう２役を通じて指導している｡ 学生
には､ ある程度の限られた時間や予算の中で､ より
よいものを作り､ 観客の期待に応えられる仕上がり
を目指すよう指導していく必要が生じている｡
２) 学生のものづくりの力量について
ものづくり系パートについては､ 美術と音楽の専
門教員が保育学科におり､ 学生に専門的な指導がで
きるが､ 衣装作成などの被服系の専門教員は学科内
にいないため､ 衣装の指導が近年の課題となってい
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る｡ 学生の側も､ 中学・高校の家庭科授業での被服
製作経験が年々乏しくなっているのか､ 基礎程度の
裁縫技術すら全く分からない学生が増えている｡ 現
在は ｢児童文化｣ 担当外の保育学科教員の協力によ
り指導が成立しているが､ 学生の力量に応じた指導
のあり方や教員の指導体制も含めて今後検討する必
要がある｡
３) １年次の ｢児童文化｣ 講義の充実
学生は２年生になるとほいくまつりを作り出すリー
ダー的な役割を担うため､ そのための準備として
｢児童文化｣ 担当教員３名で基本的なほいくまつり
の考え方や取り組み方法､ 児童文化の捉え方などを
講義で解説し､ 学生が理解できるようにしている｡
すべての学生が児童文化について理解し､ ２年次の
実践に結びつけていけるように､ 今後さらに学生へ
の講義内容を深め､ 洗練していく必要がある｡
７. おわりに
｢児童文化｣ 担当者が３名となり､ ほいくまつり
の指導と運営を３者で試行錯誤しながら進めてきた
が､ 近年そのメリットを大きく認識するようになっ
た｡ その利点とは､ 一つには ｢児童文化｣ 担当者の
間で様々な点について協議する中で､ よりよい運営
や指導体制が整うようになり､ 学生の指導も細かく
行き届くようになったことが挙げられる｡ 実行委員
会やリハーサルなどでも､ 伝え忘れたことを３者の
うちの誰かが気づき補うなどの対応もしやすくなっ
た｡ 二つには､ ｢児童文化｣ 担当者の中で休んだり
担当業務ができない時に､ お互いに３者間でフォロー
し合える体制ができたことである｡ 教員一人一人の
負担が大きくなりすぎると教員自体も大変になるが､
そのリスクを減らすために､ 担当者３名のチーム全
体として取り組む体制を構築することで､ 年度によっ
てムラのない､ 一定水準の学生指導やほいくまつり
運営ができるようになったことである｡
この連携体制がとれるためには､ ｢児童文化｣ 担
当者３名が各々の役割分担や業務分担を明確にし､
お互いに全体を把握しながら取り組むことや､ スケ
ジュールや文書関係を共有しながら､ ほいくまつり
運営を全体的にシステム化していくことが必須とな
る｡ そのシステム化も年々蓄積され､ 学生指導や３
者の連携がスムーズに行えるようになりつつある｡
また､ 保育学科内の教員間連携についても､ 学科全
体でほいくまつりの学生指導が行えている点もこの
取り組みのよさであろう｡ ＧＰ申請の際にも､ 学科
内での教員の協力体制が出来上がっていることが大
きく評価された｡ この教員連携の体制は､ 長年､ 保
育学科が築いてきた財産であるため､ 変化する学生
の性質に対応しながらも､ このシステムを堅持でき
るようにし､ さらにきめ細かい学生指導ができるよ
うな体制にしていきたい｡
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